
 

工業科（  電気回路 ） 学習指導案 

 大分県立日出総合 高等学校 

                                      教諭   馬場 清        

  第２ 章 直流回路 

オームの法則を 基に、 直流回路における 直列・ 並列・ 直並列回路の合成抵抗、 分圧・ 分流、 ブリ ッ ジ回路、  

キルヒ ホッ フ の法則を 用いた回路計算ができ る よ う になる 。 ま た、 電力と 電力量、 ジュ ール熱、 熱電気現象、

電気分解や電池の原理を 理解し 、 電気エネルギーの利用について計算や説明によ り 考察でき る よ う になる 。  

ア 直流回路の計算 

イ  消費電力と 発生熱量 

ウ  電流の化学作用と 電池 

抵抗における 電圧と 電流の関係を 出発点と し て、 直流回路における

直列回路、 並列回路を 学習する 。 計算練習や具体的な回路例を 通し

て、 分圧・ 分流、 ブリ ッ ジ回路、 キルヒ ホッ フ の法則の考え方を 身

に付ける 。 ま た、 電力や発熱、 電池など 身近な電気の利用と 関連付

けながら 、 電気エネルギーのはたら き について理解を 深める 。  

直流回路について電流、 電圧、 抵抗

など と それら 電気的諸量の相互関係

と 量的に取扱う 方法や電気的諸量を

計算によ り 処理する 方法など を 踏ま

えて理解する と と も に、 関連する 技

術を 身に付けている 。  

直流回路の電流、 電圧、 抵抗及び

相互関係に着目し て、 直流回路に

関する 課題を 見いだすと と も に解

決策を 考え、 科学的な根拠に基づ

き 結果を 検証し 改善し ている 。  

直流回路について自ら 学び、 電気

の各種作用など を 工業生産への活

用に主体的かつ協働的に取り 組も

う と し ている 。  
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直流回路の計算 

・ オーム の法則 

・ 抵抗の直列接続・ 並列接続 

・ 抵抗の直並列接続 

・ 直列抵抗器と 分流器 

・ ブリ ッ ジ回路 

・ キルヒ ホッ フ の法則 

・ キルヒ ホッ フ の法則を 用いた電流の計算 

消費電力と 発生熱量 

 ・ 電力と 電力量（ 本時）  

 ・ ジュ ールの法則 

 ・ ジュ ール熱の利用 

・ 熱電気現象 

電流の化学作用と 電池 

  ・ 電気分解 

Ａ 知識・ 技能 

Ｂ 思考・ 判断・ 表現 

Ｃ 主体的に学習に取り 組む態度 
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Ａ 知識・ 技能 

Ｃ 主体的に学習に取り 組む態度 

授業プリ ン ト  

小テス ト  
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 令和８ 年７ 月１ ４ 日（ 金） 第５ 限目 設備計画実習室 

電力と 電力量の違いを 理解し ， 電力と 電力量を 求める こ と ができ る と と も に災害時に 

おける 身近な電気製品の使用について考える こ と ができ る 。  

電力と 電力量 

・ 電力と 電力量の違いを 理解し ， 電力と 電力量を 求める こ と ができ る 。  

・ 災害時における 身近な電気製品の使用について考える こ と ができ る 。  

消費電力と 発生熱量 

・ 電力と 電力量 

・ 防災と 電力・ 電力量の関連では、 生徒が個人で考えた解答を 聞き 取り 、 生

徒の様々な着眼点を 共有する 。  

・ ワ ーク シート の空欄補充を 通し て、 電力と 電力量の意味を 学ぶ。 <例題>は

生徒と 一緒に考えながら 解き 、 ( 問) については、 ま ずは個人で取り 組み、 そ

の後ペア学習で学ぶこ と で理解を 深める 。  

教科書 「 精選電気回路 新訂版 ( 実教出版) 」  

ワ ーク シート 「 電力と 電力量」  

筆記用具、 電卓 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本時の目標の確認 

 

 

 

防災場面から 課題を 把握 

・ 学習前に、 停電時に使用

する 家電の選択 

 

 

 

 

 

・ 電力と 電力量のイ メ ージ 

・ 本時の目標を ワ ーク シート に記入 

する 。  

 

 

・ 提示資料を 見て、 地震によ る 停電

時にポータ ブル電源へ何を 接続する

かを 個人で考え、 選んだ家電と 理由

をワ ーク シート に記入する 。  

・ 数名が発表し 、 それぞれの視点の

違いに気付く 。  

 

 

・ 電力は「 その瞬間に使う 電気の勢

い」 、 電力量は「 その勢いで一定時

間使い続けたト ータ ルの電気の量」

と いう イ メ ージを も つ。  

・ 教科書、 筆記用具、 電卓、 ワ ーク

シート のみを 机上に準備さ せる 。  

 

 

・ なぜそれを 選んだのか を 問い、

生活経験や防災と 関連付けさ せる 。  

・ 正解を 作ら ずに， 想定し た状況と

理由が繋がっ ている かを重視する 。  

 

 

 

 

・ 電力は「 使う 勢い」 、 電力量は

「 使った合計量」 と いう 大き な違い

を押さ える 。  

目標「 電力と 電力量の違いを 理解し ， 電力と 電力量を 求める こ と ができ る と と も に災害時における

身近な電気製品の使用について考える こ と ができ る 。 」  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電力の意味と 計算 

・ 電気エネルギーの変換 

 

 

・ 電力の定義 

 

 

 

・ 公式 電力 P＝VI  

 

 

 

 

 

 

 

 

電力量の意味と 計算 

・ 電力量の定義 

 

 

・ 電力量＝電力×時間 

公式 電力量 W＝PT 

 

 

 

 

 

 

 

防災場面への活用 

・ 電力と 電力量を 学んだ

後、 停電時に使用する 電気

製品の選択 

 

 

・ ワ ーク シート 空欄を 埋めながら 、

電気エネルギーは光や熱、 回転運動

に変換さ れる こ と を確認する 。  

・ 電力を 「 単位時間あたり にする 仕

事の大き さ 」 ( その瞬間に使う 電気の

勢い) と し て理解する 。  

 

・ 公式 電力 P＝VI で表さ れる こ と を

確認する 。  

 

・ P＝VI を 用いて<例題 1>に取り 組

み、 電圧 Vと 電流 I から 電力 P を 求

める 。  

・ ( 問 1) ・ ( 問 2) を 解く 。 最初は個人

で取り 組み、 その後ペアで取り  

組む。  

 

・ 電力量を 電気がある 時間内にし た

仕事( 電力を 一定時間使い続けたト ー

タ ルの電気の量)  と し て理解する 。  

・ 電力量は「 電力と 時間の積」 で表

さ れる こ と を 確認し 、 電力量＝電力

×時間( W＝PT［ W・ h］ ) の関係を 整理

する 。  

・ W＝PTを 用いて、 <例題 2>に取り 組

み、 電力 P と 時間 Tから 電力量 Wを

求める 。  

・ ( 問 3) を 解く 。 最初は個人で取り

組み、 その後ペアで取り 組む。  

 

・ 電力量 1, 000[ W・ h] のポータ ブル

電源で， 各電気製品が何時間使える

かを 一覧表で確認する 。 それを 踏ま

えて再度停電時に優先し て使う 電気

製品を一つ選び、 電力や電力量、 使

用時間を 根拠に選択理由を 記入す

る 。 ま た、 問題点や対策も 併せて記

入し 、 数名が発表する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ P、 V、 I がそれぞれ何を表すの

か、 ま たその単位 W、 V、 Aを 確認 

する 。  

・ <例題 1>は生徒に質問し ながら 、

一緒に解く 。  

 

・ ( 問 1) ・ ( 問 2) は机間指導を 行い

計算が進ま ない生徒には個別に問題

の解き 方を 支援する 。  

 

 

 

 

・ 電力の単位 W（ ワ ッ ト ） と 、 電力

量を 表す記号 Wを 混同し ないよ う に

注意さ せる 。  

 

・ <例題 2>は生徒に質問し ながら 一

緒に解く 。  

 

・ ( 問 3) は机間指導を行い計算が進

ま ない生徒には個別に問題の解き 方

を支援する 。  

・ 選択理由だけでなく 問題点や対策

も 考えさ せる 。  

【 評価】 限ら れた電力量で， 電気製

品の電力・ 電力量・ 使用時間を 関連

付けて考え， 優先し て使用する 電気

製品と その理由， 問題点や対策につ

いて表現し ている 。  

［ B 思考・ 判断・ 表現］  



 

5 分 本時の振り 返り  

・ 自己評価 

・ 分かっ たこ と  

・ 自己評価を A・ B・ Cで行う 。  

・ 本時で分かっ たこ と 、 考えたこ と

をま と める 。  

・ 自己評価だけでなく ， 本時で分 

かっ たこ と や考えたこ と を 具体的に

記入さ せる 。  

 

地震によ る 停電時の状況を 想定し ， 限ら れた電力量の中で， 電気製品の電力・ 電力量・

使用時間を 関連付けて考え， 優先し て使用する 電気製品と その理由， 問題点や対策につい

て表現する こ と ができ る 。  

地震によ る 停電時の生活状況を 具体的に想定し ， その状況で何を 優先すべき かを考えた上

で， 使用する 電気製品を 根拠を も っ て選択でき ている 。  

ま た， 電力・ 電力量・ 使用時間を 関連付けながら ， 最初に選択し た電気製品から 変更し た

理由， ま たは変更し なかっ た理由を 具体的に説明でき ている 。  

さ ら に， 選択し た電気製品を 使用する 場合の問題点を 見出し ， その問題点に対する 対策手

段ま で具体的に考えて記入する こ と ができ ている 。  

地震によ る 停電時の生活状況を 想定し ， その状況で優先し て使用する 電気製品を選択でき

ている 。  

ま た， 電力・ 電力量・ 使用時間のいずれか， ま たは複数の視点を 踏ま えて， 選択し た理由

や学習前後の選択の変化について説明でき ている 。  

 

ワ ーク シート への記入を 個別に促す。 ま た， 書く 内容が整理でき る よ う に， 〈 記入の型〉 を 提示し ，  

①想定し た状況， ②選んだ電気製品， ③電力・ 電力量・ 使用時間を 踏ま えた理由， ④問題点，  

⑤対策， ⑥学習前後の選択の変化の順に整理し て記入でき る よ う 支援する 。  

記述が進ま ない生徒には， 表の電力や使用時間を 確認さ せながら ， 「 なぜその電気製品を 優先する のか」  

「 使う と き にど のよ う な問題がある か」 を 問いかけ， 考えを 具体化でき る よ う にする 。  

〈 記入の型〉  

ワ ーク シート の最後の記述欄に書く 前に， 次の型を 提示する と ， 評価 A・ Bの違いが見取り やすく なる 。  

私は， 暑い日の夜， 地震で停電になっ たと き ， ＿＿＿＿と いう 状況を想定し ま し た。  

そのため， 私は＿＿＿＿を 優先し て使う べき だと 考えま し た。  

理由は， ＿＿＿＿だから です。  

こ の電気製品の電力は＿＿Wで， 使用時間の目安は＿＿時間です。  

ポータ ブル電源の電力量( 1, 000 W・ h) には限り がある ため， ＿＿＿＿に注意する 必要があり ま す。  

問題点と し ては， ＿＿＿＿が考えら れま す。  

その対策と し て， ＿＿＿＿すればよ いと 考えま し た。  

最初は＿＿＿＿を 選び， 学習後は＿＿＿＿を 選びま し た。 選択を変更し た／変更し なかった理由は， ＿＿＿＿です。  



 

  



 

 



 

  

 



 



 


